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はじめに 

経済産業省は、７月31日に、「平成25年度 ロボット介護機器開発・導入促進事業」における「開

発補助事業」公募の２次採択事業（早期採択分）９事業を公表し、続く８月13日に、２次採択事業（通

常採択分）15事業を追加公表した。この結果、第１次採択事業（５月28日公表）の 24件を合わせて

上記事業におけるロボット介護機器開発の「開発補助事業」の48件が出揃った。採択事業には、まだ

開発中や計画中の事業もあり、その内容全ては公開されていないが、ロボット介護機器（介護ロボッ

ト）のコアとなる開発補助事業の内容を概観し、簡略な検討を加えたい。 
 

1――出揃ったロボット介護機器の開発補助事業 
 

１｜1 次および２次採択で合計 48 事業が開発助成対象に 

「重点分野」1の「ロボット介護機器開発」の「開発補助事業」公募の１次採択事業については、前

回レポート（2013 年 8 月 9 日）で触れたが、追加の２次公募の採択（早期採択+通常採択）によって

24 件の開発事業が追加され、１次採択の 24 件と２次採択分を合わせると合計 48 件（企業数 43 社）

の事業採択となった（図表－１）。この１次と２次採択を併せた合計の助成額は約16億円となってい

る。過去から述べているとおり、ロボット介護機器開発は新たな分野
．．．．．

であるため、中堅・中小企業の

先行開発投資の負担感は高く、本事業は、必ず今後の開発促進にプラス効果を及ぼすと考えられる。 

なお、採択された研究開発事業の内容では、既に試作機（プロトタイプ）が一定程度完成している

事業もあれば、まだ開発途上の事業もある。このため、採択事業の全ての具体的内容は公表されてい

ない。 

これらの事業は、外部有識者によって構成される第三者委員会における多角的な視点からの審査（内

容は非公開）を踏まえて採択されており、今後さらにステージゲート方式による審査が加わるものの、

実現性の高い候補群と推測される。今後の審査等を経て、具体的な開発成果の公表が注目されよう。 

                                                 
1 図表-１の「開発分野」にある 4 分野 5 項目が「重点分野」として厚生労働省と経済産業省より同時発表（2012 年 11 月）されている。 
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通番 開発分野 No. 所在地 申請事業者名 研究開発計画名 

１ 移乗支援（装着） １ 北海道  株式会社スマートサポート 機能拡張可能な簡易筋力補助スーツ「スマートスーツＥＸ」の開発   

２ 移乗支援（装着） １ 茨城県 ＣＹＢＥＲＤＹＮＥ株式会社 移乗介助支援用ロボットスーツＨＡＬの研究開発 

３ 移乗支援（装着） ３ 東京都 株式会社菊池製作所 介護用マッスルスーツ事業化計画 

４ 移乗支援（装着） ９ 神奈川県 有限責任事業組合ＬＬＰアトム

プロジェクト 

パワーアシストスーツ（ウエストサポート） 

５ 移乗支援（非装着） ９ 愛知県 富士機械製造株式会社 移乗介助用サポートロボットの開発 

６ 移乗支援（非装着） １０ 愛知県 東海ゴム工業株式会社 寝たきり要介護者にも対応できる移乗支援ロボットの実用化開発 

７ 移乗支援（非装着） １１ 愛知県 トヨタ自動車株式会社 移乗ケアアシストの開発と評価 

８ 移乗支援（非装着） １３ 大阪府 マッスル株式会社 非装着型移乗支援介護機器ロボヘルパーＳＡＳＵＫＥ開発事業 

９ 移乗支援（非装着） １４ 大阪府 積水ホームテクノ株式会社 浴室で使用可能な介護移乗支援機器開発 

１０ 移乗支援（非装着） ７ 大阪府 パナソニック株式会社 離床アシストベッド開発、実証 

１１ 移乗支援（非装着） ９ 福岡県 株式会社安川電機 メカトロニクス技術を活用した移乗アシスト装置の開発 

１２ 移動支援 ３ 東京都 株式会社菊池製作所 高齢者の外出意欲を促進させる体重免荷移動支援機の開発 

１３ 移動支援 ７ 神奈川県 有限会社 GMP 創房 フィードバック機能を有するアシスト付移動支援機器のためのプラットフ

ォーム開発 

１４ 移動支援 １５ 大阪府 船井電機株式会社 ロボット技術・ネットワーク技術を活用した歩行支援機器の開発 

１５ 移動支援 １９ 兵庫県 株式会社カワムラサイクル 安全･安心に外出をサポートするアシスト機能付き歩行車の開発 

１６ 移動支援 ２ 茨城県 ＣＹＢＥＲＤＹＮＥ株式会社 外出支援用ロボット機器ＲｏｂｏＣａｒｔの研究開発 

１７ 移動支援 ８ 大阪府 株式会社幸和製作所 倒立振子技術を応用した移動支援機器の開発 

１８ 移動支援 １ 青森県 株式会社弘前機械開発 高齢者等の歩行支援用パワーアシスト付手押し車の開発 

１９ 移動支援 ５ 東京都 アズビル株式会社 おたすけ歩行車の開発 

２０ 移動支援 １０ 岐阜県 株式会社今仙技術研究所 段差および凹凸対応の歩行支援機器の開発 

２１ 排泄支援 １６ 大阪府 積水ホームテクノ株式会社 移動式水洗便器システム開発プロジェクト 

２２ 排泄支援 ２３ 福岡県 TOTO 株式会社 居室設置型移動式水洗便器の開発 

２３ 排泄支援 ４ 東京都 アロン化成株式会社 真空排水式排泄アシスト水洗ポータブルトイレシステムの開発 

２４ 排泄支援 ６ 東京都 酒井医療株式会社 介護用ポータブルトイレの開発 

２５ 排泄支援 ７ 東京都 株式会社スマイル介護機器 排泄物の処理にロボット技術を用いた、設置位置が自由に移動できかつユーザ

ーの症状などに応じて接続先や機能が変更可能なトイレ 

２６ 認知症の方の見守り ２ 千葉県 フューロワークス株式会社 センサーシステムから抽出した情報の分析に基づく認知症個別ケアマ

ネジメント再構築のためのプラットフォーム開発 

２７ 認知症の方の見守り ４ 東京都 日昭電器株式会社 赤外線アレイと無線通信技術による見守り支援システム 

２８ 認知症の方の見守り ５ 東京都 キング通信工業株式会社 赤外線３D レーザーセンサー方式を採用したプラットフォーム開発（見

守り用） 

２９ 認知症の方の見守り ６ 東京都 富士電機株式会社 センサ・ネットワークによる見守り機器開発 

３０ 認知症の方の見守り ８ 神奈川県 株式会社イデアエクスト FG 視覚センサをもちいた認知症患者用非接触ベッド見守りシステムの

開発 

３１ 認知症の方の見守り １２ 愛知県 東海ゴム工業株式会社 スマートラバーセンサとカメラを併用した見守りプラットフォームの構築 

３２ 認知症の方の見守り １７ 大阪府 シャープ株式会社 家電技術をベースとした見守り支援プラットフォームの開発 

３３ 認知症の方の見守り １８ 大阪府 ピップ株式会社 認知症の方の見守りエージェント型ネットワークロボット研究開発プロ

ジェクト 

３４ 認知症の方の見守り ２０ 兵庫県 東リ株式会社 コードレス無線見守りマットの開発 

３５ 認知症の方の見守り ２１ 兵庫県 旭光電機株式会社 認知症の方のための見守り支援プラットフォームの開発と実証 

３６ 認知症の方の見守り ２２ 和歌山県 NK ワークス株式会社 ３次元電子マットによる見守りシステム 

３７ 認知症の方の見守り ２４ 福岡県 株式会社ロジカルプロダクト ネットワーク連携型認知症見守りコンセントロボの開発 

３８ 認知症の方の見守り ５ 東京都 コガソフトウェア株式会社 ２４ＧＨｚレーダー技術を用いた安心見守りシステム 

３９ 認知症の方の見守り ６ 長野県 株式会社中外製作所 介護施設用見守り・睡眠モニタシステムの開発 

４０ 認知症の方の見守り ２ 栃木県 株式会社アール･ティー･シー 認知症の方の見守り支援機器【離床予知・通知システム】の開発・量産

４１ 認知症の方の見守り ３ 埼玉県 クラリオン株式会社 見守り機能型服薬管理支援機器・システム開発 

４２ 認知症の方の見守り ４ 埼玉県 有限会社大東鉄工 高齢化社会に備えたフルサポート見守りシステムの実用化開発 

４３ 認知症の方の見守り ８ 東京都 株式会社スーパーリージョナル 高齢者見守りシステム市場化 

４４ 認知症の方の見守り １１ 岐阜県 株式会社ブイ･アール･テクノセ

ンター 

マルチ離床センサー対応型介護施設見守りサービスシステムの開発 

４５ 認知症の方の見守り １２ 京都市 株式会社ゴビ バイタルセンシング見守りシステムの開発 

４６ 認知症の方の見守り １３ 大阪府 船井電機株式会社 ベッドサイドセンサと分散型センサネットワークを併用する適応型見守

りプラットフォームの開発 

４７ 認知症の方の見守り １４ 大阪府 株式会社レイトロン 音声認識システムを用いたマルチモーダル見守りプラットフォームの開

発 

４８ 認知症の方の見守り １５ 大分県 株式会社エイビス ロボットセンサ技術を用いた「高性能高齢者安全確保みまもりシステ

ム」の開発 

  
 

図表－１ 出揃った「ロボット介護機器開発・導入促進事業」の「開発補助事業」の 48 件の概要 

（注）経済産業省より 3 回に分けて発表された各採択事業の一覧表を基に、「開発分野」別に並び替えを行い、「通番」を当方で付与。 

表内の「No.」は 3 回に分けて発表された一覧表の採択番号（順番）を示し、１次（背景：  ）、2 次早期（背景：  ）、２次通常（背景：  ）としている。

（資料）経済産業省「ロボット介護機器開発・導入促進事業（開発補助事業）」 の採択事業発表（１次、２次（早期）、２次（通常））を基に作成 
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2｜採択件数に見る特徴 

採択内容は図表-１のとおりであるが、これを分野別（「重点分野」の４分野５項目）に見ると、分

野別の採択事業数と全体に占める分野別の割合は下図のとおりである（図表－２）。 

最も採択事業数が多いのは「認知症の方の見守り」23 件（全体の 47.9%）で、採択数のおよそ 1/2

を占める。これは前回レポートにも記したが、「見守り」は、可動等の機械的な技術要素を含まないセ

ンサーなどの電子技術や通信技術を使ったシステムでもあり、開発補助事業への申請企業数が多かっ

たことが背景にあろう。将来的な在宅における高齢者の見守りへの応用も期待される分野である。 

次に採択事業数が多い分野は、「移動支援」の９件となっている。「移動支援」で開発される機器は、

高齢者の日常生活を支援する機器（基礎研レポート2013年 5月号 P.4参照）であり、安全で、「安価

で利便性の高い」機器が開発されれば、日常の買い物や外出で身体的負担を感じている高齢者の課題

解決に繋がる機器である。是非とも、開発企業には「使える」機器の開発を期待したい。残る２分野

３項目の機器については以降の簡略な検討で触れたい。 

なお、都道府県別の採択件数トップ５は、東京都（11 件、10 社）、大阪府（10 件、８社）、愛知県

（４件、３社）、神奈川県（３件、３社）、兵庫県（３件、３社）となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

2――分野（項目）ごとの採択事業・企業の特徴点 

各分野の採択事業・企業の特徴点について、公開情報や筆者の考えに基づいて簡略に述べたい。な

お、現在公開されている情報は一部であるため、内容の多くは筆者の考えが中心である。また、同一

分野の機器であっても多様な技術仕様があり、単純化した共通の評価は難しい。 
 

1｜４事業が採択された「移乗支援（装着）」（図表-１の通番１～４） 

介護者の身体に直接装着して使用する移乗支援機器「移乗支援（装着）」は、４事業が採択されてい

る。モーターなどでパワーアシストを加えるシステムについては、身体に装着して使用するため、開

発面で機器の安全性が重視されよう。また、導入促進のためには、コスト面の抑制も重要である。こ

のほか、時間に追われる多忙な介護現場での介護職などの使用を前提とすれば、やはり短時間で着脱

可能であること、またコンパクトで装着したままでも移乗支援以外の介護業務を行えることなど、ユ

ーザービリティの高い機器の開発が期待されよう。また、パワーアシストの手法として、身体の活動

図表－２ 「開発補助事業」48 件の分野別採択数および割合と都道府県（企業所在地）別採択件数状況 

（資料）経済産業省「ロボット介護機器開発・導入促進事業（開発補助事業）」 の採択事業一覧（１次、２次（早期）、２次（通常））を基に作成 
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を解析して弾性体（ゴムバンド）を使用することも考案されているため、将来的には、要介護者の状

態像や介護現場の状況に即して、弾性体を活用する器具やモーターを活用する機器などの複数の器

具・機器が普及することも予想されよう。 
 

2｜７事業が採択された「移乗支援（非装着）」（図表-１の通番５～１１） 

介護者の身体に装着しない「移乗支援（非装着）」は７件の事業が採択されている。前述の「装着」

タイプのものとの違いは、要介護者を特別なマットや機器で抱き上げる分、機械的要素が高くなるこ

とである。また、中にはベッド自体に移乗と移動（車いす）の機能を持たせる開発事業もある。 

要介護者を抱き上げるケースでは、機器の安定性やパワーアシストの関係から、装置には一定のサ

イズ・重量が必要となる。個別事業ごとに様々な工夫が織り込まれた機器が開発されており、規模の

大きな企業による開発が多数を占めている。 

「非装着」タイプは、寝たきりで全介助が必要な要介護者、また体格の大きな人の介護場面で、介

護職などに身体的負荷が掛からないメリットがある。このほかにも、「装着」タイプでは対応に限界が

ある場合には必要性の高い機器である。使用前後の段取りや未使用時の機器の格納などへの一段の工

夫も求められよう。 
 

3｜９事業が採択された「移動支援」（図表-１の通番１２～２０） 

自立した一般の高齢者の外出や買い物の支援をする「移動支援」機器については、９件の事業が採

択され、様々な機械系や電機系企業のほか、シルバーカーなどの福祉機器の専門企業等々の研究開発

事業が採択されている。現在のところ、各社ともプロトタイプの機器は未発表であると思われるが、

本格的な超高齢社会を迎え、高齢者の自立や買い物を支援するパワーアシスト付の安全な歩行支援機

器へのニーズは急速に高まっている。機器の取り回しが非常に楽で、充電も簡単に行えるほか、充電

忘れの防止策をも施し、さらにメンテナンスにもあまり費用や時間が掛からない移動支援機器の早期

の開発を期待したい。 
 

4｜５事業が採択された「排泄支援」（図表-１の通番２１～２５） 

「排泄支援」の事業では５件が採択されている。「排泄支援」の開発要件については過去のレポート

（2013 年 5 月号）で触れたため、その詳細は省略するが、「排泄支援」は介護職の業務支援に繋がる

と同時に、介助や介護を受ける立場の要介護者にとっても、ベッドの側で自身の力で排泄ができるこ

とによって、介護者に手間を掛けさせることに対する心理的負担の解消に繋がり、その開発意義は非

常に大きいと考えられる。 

採択事業の企業を見ると、住宅設備機器の大手企業だけでなく、新たな領域へチャレンジする他業

態の企業も見られる。介護施設の需要だけでなく、在宅の需要も大きいと予想され、安価で利便性の

高い「排泄支援」機器の開発に注目をしたい。 
 

5｜23 事業が採択された「認知症の方の見守り」（図表-１の通番２６～４８） 

先に述べたとおり、「認知症の方の見守り」の機器については、多数の事業が採択され、その「研究

開発計画名」を見ても、各社各様の様々な独自技術を応用した機器開発が進められるようだ。 
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開発内容を見ると、センサー技術部分に工夫の重点が置かれているものから、異常を検知し信号を

送受信する部分に工夫がされているものまで実に様々である。さらに、画像情報を活用して異常（起

き上がりや離床等々）を検知する際に、対象者のプライバシーへの配慮が技術的になされている機器

もある。ICT を活用する分、様々な機器開発の工夫が可能であり、機械的要素の多い機器に比較して

安全性についてのハードルは高くないが、正確かつ確実な信号の受発信機能、さらに様々な機器や専

用受信機設置等の施設への導入コスト等については工夫も求められよう。 

施設においては、開発された機器の活用が、夜間少ない人員で行っている見回りや様々な対応など

の業務の負荷を一定程度軽減することに寄与することが大いに期待される。また、将来的には、在宅

や独居高齢者などの見守り領域でもニーズは高まるのではないだろうか。 

以上、開発機器の特徴によって課題は様々であるが「重点分野」別に簡略な検討を記した。このほ

か、今後、「開発補助事業」の対象外の企業からも、「重点分野」を含む様々な分野で活用される機器

の発表も予想され、それら発表内容にも注目が必要であろう。 
 

3――「重点分野」以外の領域への応用拡大に対する期待 
 

1｜コア技術の応用領域拡大の可能性 

次に、少し長期的な「ロボット介護機器（介護ロボット）」の開発とその応用領域について手短な検

討を加えてみたい。下図は応用領域拡大をイメージした便宜的な図版である（図表-３） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

福祉や介護領域の機器は、「安価で利便性が高い」という厳しい要件を求められている。従って、開

発企業は、厳しい採算を乗り越えて「安価」を実現するために、量産化と同時に新たな応用領域を想

定した開発を行わなければならない。具体的には、介護施設と在宅介護の両領域で活用されることを

視野に入れた開発のほか、「移動支援」のような自立高齢者の日常の様々な困りごとの解決に役立つ使

い易い器具や機器の開発等が求められている。 

また、「介護ロボット」開発によって生み出される安全システムや制御システム等の各種コア技術は、

図表－３ 介護・生活支援ロボットを中心とした応用市場の広がり（便宜的なイメージ図） 

（資料）筆者作成（あくまで便宜的なイメージ図である。） 

新たな産業用ロボット
（産業用ヒューマノイド型ロボット等々）

生活支援・介護予防領域 介護領域 医療領域健康維持・増進領域

若年層及び中高齢者の
健康維持・増進関連の
機器・サービス（ICT）

在宅／施設

高齢者等の
社会参加・

生活支援用ロボット

応用領域
の拡大

RTの応用

要支援・要介護高齢者等の
支援用ロボット

介助・介護者等の
支援用ロボット

医療用ロボット

波及効果

新たな産業用ロボット
（産業用ヒューマノイド型ロボット等々）

生活支援・介護予防領域 介護領域 医療領域健康維持・増進領域

若年層及び中高齢者の
健康維持・増進関連の
機器・サービス（ICT）

在宅／施設

高齢者等の
社会参加・

生活支援用ロボット

応用領域
の拡大

RTの応用

要支援・要介護高齢者等の
支援用ロボット

介助・介護者等の
支援用ロボット

医療用ロボット

波及効果

(注)ＲＴ：ロボット技術 

※楕円の大きさは市場規模を意識していない。
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人と共生する多様な生活支援ロボットや新たな産業用ロボット、さらにネットワークロボットなどの

開発にも応用される可能性が高く、今後の各種ロボット開発において、様々な波及効果を生むと考え

られる。 
 

2｜社会構造の変化への企業の動き 

人口の高齢化の進行は不可逆な社会構造の変化であり、ほぼ確実でもある。社会保障制度の大きな

改革も不可避である。社会全体の健康寿命延伸への取り組みや介護予防の活動強化も、さらに必要と

なってくる。健康で自立した生活が自身のＱＯＬにとって必要なだけでなく、社会全体にとって今以

上に重要な課題となり、重要な政策目標ともなる。加齢が進行する高齢者にとっては自身の心身の残

存能力をできる限り伸ばすことが必要とされるが、勿論、限界もあろう。この段階において、身体の

残存能力を維持・強化したり、衰えた筋力をサポートする支援機器群は、自立した生活の維持や介助・

介護者を支援するための生活必需品となる可能性を持つものであろう。 

また、特養などは、要介護度の中重度者が増えて、入所基準なども厳しくなることが見込まれるた

め、在宅での介護において、安全かつ安価で使いやすい器具・機器のニーズが高まることも推測され

る。在宅での介助・介護者双方の心身の負担軽減を実現する有益な器具・機器の開発は急がれる必要

がある。現在は介護施設などの介護者の支援や高齢者の外出支援などのロボット介護機器（介護ロボ

ット）の開発に力が注がれているが、今後は在宅における介護や自立した生活の維持支援、さらにICT

などを活用した健康維持・管理といった重要なテーマも存在し、既にそれらに取り組む企業の動きも

活発化してきている。今後、各企業が競い合って開発に取り組むことにより、予想を上回るスピード

で応用領域が拡大していくことを大いに期待したい。 
 

おわりに 

国の支援によるロボット介護機器（介護ロボット）の動向を中心に述べてきたが、この開発支援対

象以外にも、数多くの企業が、自社の持つ開発力や技術力を活かして、介護現場や多くの高齢者が求

める多様な福祉用具やロボット介護機器、サービスなどの開発に取り組むことを期待したい。その実

現のためには、介護現場の抱える課題や在宅の高齢者が持つ困りごとなどを、その目線に沿って解決

するという開発スタンスが重要であり、経済産業省と厚生労働省による様々な開発支援事業がその具

現化への契機となろう。 
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